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11．カリウム飽和度の違いがホウレンソウの｢えぐみ｣に及ぼす影響 

 

［要約］ 

ホウレンソウは土壌中のカリウム飽和度が高い圃場で栽培すると、葉中カリウム含量

が多くなり、｢えぐみ｣が強くなる。  
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［背景・ねらい］ 

近年、野菜畑では過度な堆肥や化学肥料の施用によって、土壌中のカリウムが過剰傾向

となっている。ホウレンソウ栽培において肥培管理は食味を左右する大きな要因の一つで

あるが、カリウム飽和度の違いが具体的な食味に及ぼす影響は明らかでない。そこで、カ

リウム飽和度がホウレンソウの食味に及ぼす影響を明らかにする。  

 

［成果の内容・特徴］ 

１．ホウレンソウの官能評価で「えぐみ」が強いと｢総合｣スコアが低くなる（図１）。  

２．官能評価による｢えぐみ｣の強弱は、カリウムイオン含量との関連性が強い（図２）。  

３．｢えぐみ｣に関係するシュウ酸イオン含量はカリウムイオン含量が増えると増加する（図

３）。  

４．カリウム飽和度が高い圃場で栽培したホウレンソウほど葉中カリウム含量が多く、官

能評価による「えぐみ」が強い傾向になる（図４）。  

５．４月播きの品種は｢トリトン｣を、９月播きの品種は｢トラッド７｣を用いており、品種

や栽培時期によっても｢えぐみ｣の強さは異なる（図４）。  

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．本成果は、４月播き及び９月播き露地栽培での結果である。  

２．土壌のカリウム飽和度が２～15％の範囲で、カリウム施用量を10a当たり20kg/10aで栽

培を実施した。  

３．カリウム飽和度が2.3～3.0％の低い圃場では、収量がやや減少する傾向があるので、カ

リウム飽和度が低い圃場では、｢えぐみ｣軽減のための過度のカリウム減肥は避ける。  

４．施設栽培では、カリウム飽和度過剰が問題となっており、食味を考慮した施肥改善の

指標として利用できる。 

http://www.pref.okayama.jp/soshiki/235/


［具体的データ］ 
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図１ 官能評価の｢えぐみ｣スコアと「総合」スコアとの関係
ｚ 1：｢感じない｣、2：｢弱く感じる｣、3｢はっきり感じる｣、4｢強く感じる｣
y 1：｢まずい｣、2：｢ややまずい｣、3：｢ふつう｣、4：｢ややおいしい｣

*は5％の危険水準で相関関係が有意であることを示す  

 

図３ ホウレンソウ葉中カリウムイオン

含量とシュウ酸イオン含量との関係

r  = 0.614*
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図２ 葉中カリウムイオン含量と官能評価「えぐみ」

スコアとの関係
ｚ 1：｢感じない｣、2：｢弱く感じる｣、3：｢はっきり感じる｣、4；｢強く感じる｣

*は5％の危険水準で相関関係が有意であることを示す
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r = 0.903***

***は0.1％の危険水準で相関関係が有意であることを示す
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図４ カリウム飽和度の違いが葉中カリウム含量及び｢えぐみ｣に及ぼす影響
(図中バーは標準誤差を示し、異なるアルファベット間で5％の有意差あり)

 

 

［その他］ 
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